
プライマリ・ケアにおける
月経・避妊に関する診察

２０２５年２月２４日(月) 10:15-11:45 広島国際会議場ダリア１

鳴本敬一郎

浜松医科大学地域家庭医療学講座

静岡家庭医養成プログラム

（浜松医科大学総合診療研修プログラム）

第20回若手医師のための家庭医療学冬期セミナー（広島）
クイズで学ぼう！意外と知らない生理とピルについて



筆頭演者に開示すべきCOIはありません

第20回若手医師のための家庭医療学冬期セミナー

利益相反（COI）開示

筆頭演者名：鳴本敬一郎



プライマリ・ケアでの月経・避妊に関する診察

1.日本と海外でのプライマリ・ケア診療のセッティングの違いは？

2.産婦人科専門医・家庭医療専門医でのアプローチの違いは？

3.月経・避妊に関する診察への医師・患者のジェンダーの影響は？



月経・避妊に関する診察：
プライマリ・ケア診療のセッティングの違い
米国でのプライマリ・ケア

• 家庭医や産婦人科医へ受診

• 婦人科診察用の機材が整備

• エコーは他施設で、やや高価

• 個別でカウンセリング込みの健康診断

• 妊婦健診を行う家庭医もいる

• クスコ診、双手診、子宮頸部細胞診・

HPV検査、ＩＵＳ挿入、子宮内膜生検、

妊婦健診、コルポスコピー＆生検、

Nexplanon挿入

日本でのプライマリ・ケア

• 産婦人科医への受診が多い

• 婦人科診察用の機材は通常ない

• エコーは施設内で、安価

• 集団による検査重視の健康診断

• 妊婦健診は産婦人科医が通常行う



月経・避妊に関する診察：
産婦人科医・家庭医でのアプローチの違い

• 専門医資格を持っているかどうか・・・ なのか？

• どちらかを集中的に研修したかどうか・・・ なのか？

• 診療セッティングによる影響・・・ なのか？

• その場にある利用可能な資源による影響・・・ なのか？

総合診療医・家庭医 ＝ ジェネラリスト とは限らない

産婦人科医 ≠ ジェネラリスト とは限らない

患者・家族・パートナーのケア向上に向けて、自分や患者を取り巻く文脈(診療科、
組織、地域、医療制度、文化など)において、ジェネラリズムをどう実践できるか



月経・避妊に関する診察：
産婦人科医・家庭医でのアプローチの違い

• 状況（時間、並行した緊急対応など）に応じたギアチェンジ

• キーワードでギアチェンジ

健康の社会的決定要因（SDH）、”Cues to context” など・・・

総合診療医・家庭医 ＝ ジェネラリスト とは限らない

産婦人科医 ≠ ジェネラリスト とは限らない

患者・家族・パートナーのケア向上に向けて、自分や患者を取り巻く文脈(診療科、
組織、地域、医療制度、文化など)において、ジェネラリズムをどう実践できるか

Freeman TR. McWhinney's Textbook of Family Medicine. 4th Ed. 2016.



月経・避妊に関する診察：
医師・患者のジェンダーの影響は？

• ジェンダーに関わる医師・患者双方の過去～様々な経験が影響？

配慮している点

• 月経や避妊がなぜ関連しているのか、重要なのか、臨床推論の一部として言語化する

• 文脈を重視する

• 言語的／非言語的なレスポンスに着目し、程よい距離感を保つ

• 自分の固定観念に意識的になる

• 医師患者間（＋ジェンダー）の権威勾配について配慮する 

• “It is when our egoistic emotions become involved that we encounter the pitfalls.”

• 新たな「知」を一緒に構築していく

Freeman TR. McWhinney's Textbook of Family Medicine. 4th Ed. 2016.



参考）Cues to context

• Frequent attendances with minor illnesses

• Frequent attendance with the same symptoms or with multiple complaints

• First attendance with a symptom that has been present for a long time 

• Patient-initiated attendance with a chronic disease that does not appear to have changed

• Incongruity between the patient’s distress and the comparatively minor nature of the symptoms

• Failure to recover in the expected time from an illness, injury, or operation

• Failure of reassurance to satisfy the patient for more than a short period 

• Frequent visits by a parent with a child with minor problems

• An adult patient with an accompanying relative

• Inability to make sense of the presenting problem

Freeman TR. McWhinney's Textbook of Family Medicine. 4th Ed. 2016.
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